
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

No ．732

47．7豪 雨 に よ る 西 三 河 地 方 の
．
山 地 崩 壊
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1． ま え が き

　 昭 和 47 年 7月に 日本を襲 っ た 豪雨は 日本の 各地 に 多大

の 災害を発生させ た 。 東海地方で は西 三 河 ， 東濃地方 に 被

害が集中 し，多 くの 人命を失 っ て い る 。 こ の と き の 災害は

ほ とん どが 集中豪雨に よ る 自然斜面 の 崩壊 で あ り，こ の 地

域 の 崩壊個所数 lx　3，00  個所以上 に 及ん で い る。 東海地 方

を襲 っ た 豪雨 は愛知県半田市付近か ら北東に 伸び る 幅 20

km ，長 さ 80km の 狭い 帯状域に 集中 して お り，中心地区

の 愛知県西加茂郡藤岡村，小原村 で は 7 月 12 日 2／時か ら

13 日 2 時ま で の 5時間 に 200〜250　mm の 降 雨量 で あ っ た。

災害 も藤岡，小原 の 両村 に 集中 し て お り，西 三 河 地 方の み

で 70 余名の 死 者 ・行方不 明者が で た 。

　集中豪雨 を受けた 西 三 河地方 の 基盤 の 地 質 ぱ 花 コ ウ 岩類

で あるが，こ の 地域 の 斜面崩壊の 発生 に つ い ては ， 崩壊 ひ

ん 度の 多い 地域 と少な い 地域 とに 分か れ ， その 区分が 花 コ

ウ 岩類の 岩質 の 相 違 と一致 して い る こ と，t：大きな 特微 で あ

つ た 。

　筆者 らは 災害発生直後に 組織され た 調査研究班に 土質工

学分野か ら参加 し，災害直後の 航空写真を解析す る と と も

｝こ ，崩壊現地の 調査 を行な っ た 。

2． 調 査 地 域

　図一1 は 河田ら
1｝

， 矢入 ら
2）

の 調査に 基づ き ，
47 年 7月

豪雨時に お け る 西三 河地方 の 斜面崩壊の 発生ひ ん度，雨量，

地質な どの 分布を示 し た もの で ある 。 災 害地 域 は か な りの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お ぜ こい らかわ

面積に わ た る の で ，対 象 地 域 を 大 平 川流域に 絞 る こ と と

し，こ の 流域 に あっ て崩壊 ひ ん 度 の 高 い 2 地区 （図一1参

照）を 現地 で 詳細 調 査 す る こ と と し た 。

3． 地質に よ る崩壊 の相 違

　47 年 7 月豪雨 を受け た 西 三 河地方 は 斜面崩壊 の 非常 に

多 い 地域 と少ない 地域 とに 分か れ た 。 写真
一1 は大平川流

域 の 新 田 付近 の 航空 写真 で あ る が，写真に 記入 した破線よ

り南部は崩壊ひ ん 度が高 く，北部 は ほ とん ど崩壊が な い 。

図一1 に は構成地質 の 相違 を示 して あ るが ， 図一1 で み る
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図一1　西 三 河地方の 地 質と崩壊ひ ん 度
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　 　 　 　 白破線上部 ：角セ ソ 石 ・黒雲母 花コウセ ン 緑岩地帯

　 　 　 　 　 　 　下 部 ：粗 粒黒雲母 花 コウ岩地帯

　 　 　 　 　 写 真一1 崩壊 地 の 航空 写 真 （愛知 県提供 ）

と豪雨の 中心 域 で は 崩壊 ひ ん 度 の 相違 と溝成 地質の 相違 と

カ｛ほ とん ど一致 して い る こ と觚 わ か る 。 す なわ ち，こ の 地

域 で 見られ る 基盤 の 岩質 は 粗粒黒雲母花 コ ウ 岩 ， 粗粒 （ま

た は 中粒）角セ ン 石 ・黒雲 母 花 コ ウ セ ン 緑岩，ア プ ラ イ ト

質花 コ ウ岩 で ある ボ，粗粒黒雲母花 コ ウ 岩地帯 で 崩壊ひ ん

度が特に 高か っ た 。 こ れ ら花 コ ウ岩類 の 構成鉱物で 風化し

や すい 角 セ ソ 石 ， 長 石 類 ， 黒雲 N な ど の 含有量 は 粗粒黒雲

母花 コ ウ 岩 よ り角セ ソ 石 ・黒芸母花 コ ウ セ ン 緑岩 に 多 く，

今 回 の 斜面崩壊 は 表層風化が よ り多 く進 ん だ 地域 で 発生ひ

ん 度が 少 なか っ た こ とに な る 。

　崩壊後の 斜面 を 比較す る と崩壊ひ ん 度 の 高 い 粗粒黒雲母

花 コ ウ 岩地帯で は 硬質な岩の 露蹟 とな っ て い るカミ角セ ソ 石

。黒雲母花 コ ウ セ ソ 緑岩地帯で は 岩 と して の 組織 は 見られ

る が，軟質で あ り，マ サ 状 に 風化 して い る 。

　図
一2 は崩壊後の 斜面 よ り採取 した マ サ 土 の 粒径 加積曲

線 を示 した もの で あ る 。 こ れ らの 粒径加積曲 線 な ら び に

0．42mm 以下 の 試料 で 行 な っ た コ ソ シ ス テ ン シ ー試験 に よ

れぽ ，角セ ソ 石 ・黒雲母花 コ ウ セ ソ 緑岩地 帯の 土 は レ キ 混

じ りシ ル ト質砂 （SMg ）で あ る が，粗粒黒雲母花 コ ウ岩地
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図一2 崩壊 陵斜 面 の マ サ 土 の粐径加積曲線

上o，o50 ．〔，

帯 の 土 は シ ル ト混 じ り砂 レ キ （（G − M ）〜

（S − M ）） で あ る こ とが わか る 。

　崩壊後の 斜面 の 比較か ら祖粒黒雲母 花 コ

ウ 岩地帯の 崩壊 は新鮮な基盤面 で 起 こ っ て

い るが ， 角セ ン 石 ・黒雲母花 コ ウ セ ン 緑岩

地帯 で は 比較的連続 し た 風化層内で 崩壊ボ

起 こ っ て い る 。 また ， 崩壊後の 斜面形状 も

両地域 で 差が あ り，粗粒黒雲母花 コ ウ岩地

帯 は 大 部 分 の 崩壊 ボ直線状を 塁 し， 崩壊規

模 ボ 小 さい の に 対 し ， 角 セ ソ 石 ・黒雲母花

土 と基礎，21− 7t185）
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コ ウ セ ン 緑岩地帯 は 凹状で 崩壊規模 が 大 き く，崩壊斜面 の

傾斜角が や や ゆ る い o

　写 真
一2，3 は 両 地 帯 の 崩壊斜面を示 し た もの で あ り，両

地帯 の 相達泓見られ る 。 なお ，角 セ ソ石 ・黒雲 母 花 コ ウ セ

ソ 緑岩地帯 で は ，写 真
一3 に 見 られ る よ うに

， 崩壊斜面 の

下 に
，

玉 石様の 岩塊 （1m 以上 で ， 鉱物組成 は 基盤 と幾分

異な るた め 風化に と り残 さ れ た と思われ る もの ） がか な り

見 うけ られ た。

4， 崩壊の機構 と形態

　 崩壊 の 誘因 は 豪雨時 の 浸透水 で あ り，そ れは 降 雨 の 降 り

方ならび に 降雨量 に 支配 され る が ， 同 じ降雨条件 で も斜面

の 諸条件，地 形，地 質，土質，水 理 ， 植 生 な どに よ っ て ，

そ の機構や形態に差異が で て くる 。

　集中豪雨に よ る斜面崩壊は
一

般 に 流動ス ベ リ とい わ れ，

短 時 間 で一
挙に 崩壊 し ， 土 石 流 ， 土 砂流 と な っ て 押 し 流さ

れ る もの で あ る 。 こ の 崩壊 も機購上 か ら風化層 と基盤 との

境界で すべ る表層ス ベ リ，基盤の 断層，節理 で す べ る もの ，

ガ イ ス イ タ イ積層などの ス ベ リに 分類され て い る が 3》
， 西

三 河地方 で発生 した 大部分の 崩壊は表層ス ベ リに 属 し， 崩

壊厚 さは 薄 い 。 こ れ らの 表層ス ベ リが 多発 した 地域 は ，図

一2 の 砂 レ キ （破線表示）を表土 とす る粗粒黒雲母花 コ ウ

岩地帯で あ っ た 。

　崩壊後の 斜面 よ り採取 し た 試料で
， 現地 の 密度 と同 じ密

度に して ， 飽和時 と不飽和時 の 二 軸圧縮試験 （UU 試験）

を実施 して 飽和 に よ る セ ソ 断強 さ の 低下 を調 ぺ た と ころ ，

図
一2 の 砂 レ キ （黒雲母花 コ ウ岩地帯試料）に は著しい 強

度低下が 見 られた ボ ， 図
一2 の 砂質土 （角セ ン 石 ・黒雲母

花 コ ウ セ ン 緑岩地帯試料） で は それ ほ どの 強度低下 は 見 ら

れ な か っ た
。

　風化層然薄く，砂 レ キ の 状態で基盤 の 上 に あっ た 黒雲母

花 コ ウ 岩地帯 で は ，豪雨時 に 容易 に 基盤 よ り上 部ぷ 飽和 さ

れ，セ ソ 断強 さを 失 い
， 基盤斜面上 を 水 と土砂が

一
体 と な

っ て 流下 し，斜面崩壊淤多発した の に 対 し ， 風化が進み ，

か つ 風化層の 厚い 角 セ ン 石 ・黒雲 母花 コ ウ セ ソ 緑岩地帯で

は
， 浸透 水 が ゆきわ た りに くか っ た こ と と，セ ソ 断 強 さぶ

低下 しに くか っ た た め に 斜面崩壊 が 少なか っ た もの と考え

られ る。

　 多 く発生 した 表層ス ベ リを さ ら に 細分類す れ ば次 の ｛ つ

の タ イ プに 分け る こ とがで きる 。

〔タ イ プ 1 〕 雨水 の 浸透 に よ り有効 応力，セ ソ 断強 さボ 低

　　下 し て 起 こ る崩壊 で ，比較的間 ゲ キ の大 きい 斜面 とホ

　　 急斜面部 に 多い 。

〔タ イ プ 1 〕　雨水 に よ り有効応力，セ ソ 断 強 さは低 下 して

　　 い る茄 　これだ け で は崩壊条件 に 至 っ て い な い o しか

　　 し，浸透水 の 浸出部 で の パ イ ピ ソ グ ， ある い は 地表水，

　　土 砂 流 な どに よ っ て 斜面 下 部カミ侵食 を受け セ ン 断 抵抗

　　 の パ ラ ン ス カミくずれ た ときに 発生す る 。

〔タ イ プ 皿〕　浸透水 の 浸出に よ っ て パ イ ピ ソ グが起 こ りこ

　　 の 侵食 の 拡 大 に よ り崩壊 が 起 こ る 。

〔タ イ プ W ） 地表水 ， あ る い は 土砂流に よ っ て 表面 か ら侵

　　食され る 。

　以 上 の うち，タ イ プ 皿 は パ イ ピ ソ グ を誘因 と して 発生 し

た もの （タ イ プ 1 − 1 ）と地表水 ， 土 砂 流 の 斜面下部侵食

を 誘因 と して 発 生 した もの （タ イ プ 1 − 2 ） とに 細分で き

る 。

　図
一3 は 上記区分に従 っ て ， 図

一1 に 示 した 調査区域 に

お け る 崩壊を分類図示 し た もの で あ る。
こ の 調査で わ か っ

た こ とは ，タ イ プ 1の 崩壊演非常に 多か っ た こ と と， 航空

写真 で は崩壊部 と判読 され た い くつ か の 個所 が 現地調査 に

よれ ば崩壊土砂 の タ イ積で あ っ た こ とで あ る D 図
一一3 の 調

査地 区で は タ イ プ 皿 の 崩壊 カミ見 られなか っ た が，角 セ ソ 石
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C0 　崩壊厚 f

：
m ： 図 一 4 崩壊斜 面の 傾斜 角 と 厚さのひ

度
分布図 ・ 黒 雲 母花コウセ ソ 緑 岩 地 帯 ではそれらし き

壊あ と が

られたe 　 現地調査区域お よび調査 流 域内の崩壊

面の傾 斜 角 と 崩 壊 厚 さについ て そ の ひん度分 布 をみ る

図一 4 のよう にな り
，

傾 斜角 は 38〜 41D ， 厚さ は 1 ．  

ﾈ 内 が 多 か った こ と がわかる。 崩 壊のタイ
プ
と 傾斜 角との

連 IW ・2 と ん ど見受 け られな か っ た が ， 厚さ と の 関

ではパ イ ピングによ っ て 斜面下部 が 侵食 され て発 生 し

崩 壊 は ほ とんど が 2 ρ m 以 上の厚さ で， 他 のタ イ プ に

べ て 崩 壊 厚 さ が大ぎか った。 　 　 　 　 　 　写

一4 崩壊 斜面跡のパイピ ン グ 孔 写 真 一 4 は崩 壊斜 面下

に 見ら れ た パイ ピ ン グ孔 と 思わ れ る も ので あ り ， 穴 の

辺 は 他 に 比
べ ゆ る い 状 態とな っ てい た 。 ま た ， パ イピ

グは 基盤に 破 砕 帯のあるところで 比較 的多 く発 生 し ，

面 崩壊後 ，この破砕帯で 湧水している と こ ろ が多 く見

け れ

が，

元 住 民 の話では ， この 地 点 ※ ※ 32 で は

崩 壊 前 は 地下 水 の

水が まった く見

れなか ったと の ことであ っ た 。 5 ．む　 す 　び

@ 昭和 47 年 7 月の集 中 豪 雨 に よる西三河地方の 地 盤災害

は ，同 じ 花 コ ウ岩地帯 で あ って も ，粗粒 黒 雲 母 花 コウ 岩地

帯 と角セ ソ 石 ・ 黒 雲母 花コウ セ ソ 緑 岩地 帯とで ，斜面 崩 壊

の発

ひん度 に大 きな差があ った こ と で 特 徴 づ け られ て い る

　筆者らは 崩 壊 斜 面を調査す るとともに， 今回 の よ う

崩
壊

多 発 山 間 地 域の 中で，豪 雨 時に安全 な 場所 を 探 す

と も 目 的の一つと し ， 同 じよう な斜 面 で崩壊を まぬ力

た と こ ろ についても 調 査を 心 が け た が， 限 られ た 調 査 時

と植 生 の ため， そ の 土質条件 を 明らかにす る こ と はで

な か っ た 。 し かし ，崩 壊しなかっ た 斜 面 下 部 に 小規 模

ガイ スイ とか

工の石 積な ど が散見され，崩壊 防止におけるこれら の 役

р ｪ 推測 された 。 　筆 者 らは ，文 部省科 学研 究費 （自

災害特 別研究， 代表 者 京
都大学

名誉 教授久 野勝正博士

の 援 助を 受 け， 名 占屋 大学工学部足 立
昭

平 教 授 を リー

ー とす る 昭 和 47 年 7 月 豪 雨災 害 の 西三 河・東 濃 地 区

査研 究班 の一 員として 調査 に 参 加 し た 。科学 研 究 費 を

えら れたこと に感謝 す るとと も

， 多 く の 有 益 な 助 言 を与えて下さ っ

研究 班 の 方 々 に も厚く御礼 申 し上 げ る次 第 で ある 。 　　　　
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